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この「社協だより」は共同募金の配分金によって作成されたものです。

小竹町ふれあいサロン

スタッフのみさなん

初めての

モルック体験！

小竹町児童館でＡＥＤ講習会！
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令和６年度目標額

令和６年度も皆様からお寄せいただい

た募金は、町内に住む高齢者・障がい

者・ひとり親家庭や様々な手助けを必要

としている方のために役立っています。

本年度も皆様のご協力に感謝申し上げます

１，９０１，０００円

令和６年度実績額

１，８８６，６１６円

福岡県共同募金会小竹町支会
電話(62)-2028  FAX(62)-0964 総合福祉センター内

歳末たすけあい募金運動

〈報告〉募金総額を下記の施設に

配布いたしました。

３６，０００円

1. 特別養護老人ホーム

3. 障がい者支援施設

2. 軽費老人ホーム

4. 介護老人保健施設

新 多 園

小 竹 学 園

きんもくせい

福 寿 園

資材募金（3種類）108,293円

募金の内訳

戸 別 募 金 1,037,150円

法人・大口募金 580,000円

街 頭 募 金 56,242円

その他の募金 104,931円

小竹町支会では次のような活動に

皆様からの募金を使用させていた

だいております。

◆施設や福祉団体への助成

◆小中学校の福祉教育支援

◆ボランティア支援

◆無料法律相談

◆障がい児(者)バスハイク

◆高齢者交流事業など



社会福祉法人　久住会 (有)ナラズ

(有)景光園 特別養護老人ホーム新多園

幸文社印刷(有) 新多郵便局

直方自動車整備協業組合

小竹町医師会 (株)英建設

小竹町商工会 パリ―美容室

小竹町建設協力会 ハラガ住宅機器

小竹町歯科医師会 (株)ハラ工業

小竹葬祭 (有)長谷川建設

社会福祉法人障がい者支援施設小竹学園 (有)野見山設備

(株)ココロプラス

介護老人保健施設きんもくせい (株)トップQ

吉武産業(株)

カーサービス　くが 装い館　豊崎

龍屋寺

川原　セツヨ (有)寺岡環境サービス (株)ロジックス福岡物流センター

(有)梶原設備工業 (株)筑豊ダイヤ

(有)パナックス　カトー 筑豊日通プロパン(株)

和田創芸

和田鉄工

尾上　カズ子 髙倉米店

(有)みやわかエステート

甲斐材木店 タカハタプレシジョン九州(株)

酒倶楽部　やの

(株)やまそう

山本ブロイラー(有)

豊運輸(株)

ビューティーサロン　エンゼル (株)大新

緑産業(有)

岡重機建設(株) 太平洋工業(株)九州工場

峯岡　準子エーアンドシー(株) (有)スズキ中央販売

円照寺 大國運送(株)

エイト電研 末廣印刷

(株)金剛製作所

仕出しの　いのや 信光鉄工

古野自動車

ファッションステージ　フクナガ

扶桑興産(株)

理容　ベルサンファミリー一機工務店 下田川衛生(有)

一滴建具ガラス建材 (同)ジャパンリンクス (有)三浦電設

渡辺電器商会
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(有)アクティブ企画ふくちや小竹事業所 古藤建設

生田川通商(株) (有)三晃空機工業所

福栄産業(株)

池組(有) 実相寺

福寿商会(有)(株)アーチ電工 御徳工業団地企業連絡協議会

グループホーム　みずき

(株)アリオ建設工業

令和６年度 共同募金にご協力いただいた
法人並びに篤志家ご芳名（敬称略）順不同

ご協力いただき

ありがとうございました

８１件の町内外の法人並

びに篤志家のみなさま
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【令和７年４月からの開所曜日と開所時間】

毎週火曜日～土曜日 ９時３０分～１７時００分

ふれあいサロン

小竹町老人クラブ連合会

小竹町ボランティア連絡協議会

小竹町児童館

子育て支援センター

令和６年度後半は、演芸カラオケ大会、日帰り
旅行、スポーツ大会等の娯楽だけではなく、相
互支援リーダー研修会で、小竹区が「会員増員
運動」で表彰され、また鞍手郡を代表して峰畑
区より研修会にて発表していただくなど、幅広く
活動できました。近年どの市町村でも加入者の
減少が問題となっています。小竹町老連では、
体力づくりと交流が図れる場を設け、老人クラブ
の加入促進につなげていきたいと思っています。

１月にサロン関係者を対象と
した認知症予防講座を開催。

高山病院福岡県認知症医療センターより医師の金蔵氏と栄
養士の諸隈氏を迎え、日常生活や食生活と認知症の関係
について学びました。基本的なことをわかりやすく説明してい
ただき、毎日の食事や行動に少し気をつけるだけで、認知症
予防につながることを再認識できました。
２月にはレクリエーション講習会を実施。最近ではずいぶん
グラウンドゴルフが定着してきました。そこで、新たなスポー
ツをスタッフのみなさんに体験していただき、各地域サロンで
広めていただけたらと思います。今後も新しいことを取り入
れて、サロン活動を活発に行っていただきたいです。

≪お知 らせ≫
４月から児童館と子育て支援センターは同じ曜日、同
じ時間に開館しています。学校長期休業日の利用時
間については、別途ホームページでご案内します。

『小竹掃除に学ぶ会』が小竹町ボランティ
ア連絡協議会に加盟しました。今後は情
報を共有し、研修や交流を行いながらそ
れぞれの活動に役立てていただきたいで
す。２月は「ふくおかきずなフェスティバ
ル」に参加。各自が興味のある分科会に
出席し、活動のために学んできました。

児童館主催のＡＥＤ講習会を実施。学童保育所の支
援員も参加させていただき、いざ使用しないといけな
い場面になった時、落ち着いて適切に行動できるよう
直方・鞍手消防本部の方から教わりました。
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学童保育所は学校のように毎日の時間割が

あるわけではなく、かといってお家のように

自由に過ごすということもできません。集団

で生活するためのルールとある程度の自由、

学校と家の中間のような存在かもしれません。

子どもたちにはのびのび成長してほしいと指

導していますが、時にはケンカをしたり羽目

を外す子どもたちが支援員に怒られることも

あります。どうしてそうなったのか、何が良

くなかったのか、一緒に

考えて成長していけたら

と考えています。

小竹町社会福祉協議会の活動を紹介part3

小竹町社会福祉協議会が行っている事業の中から、今回は『放課後児童健全育成事業』

について紹介します。こちらは小学生を対象とした学童保育所の運営を行う事業です。令

和７年度から町内に３か所あった小学校が小竹みらい小学校 へと統合されました。それに

伴い、学童保育所も今まで小竹南学童保育所として使用していた教室と、みらい小学校舎

内の空き教室を使用した２教室へと変更になります。

南学童保育所

北学童保育所
西学童保育所

通常学校登校日の流れ 土曜日や長期休業日の流れ
学校が終わったらみんなで学

童保育所へ帰ってくるので、

支援員の先生たちが『おかえ

り』と出迎えます。

帰ってきたら手洗い消毒をし

て、おやつを食べたり学校で

だされた宿題をします。
学校とは違うので学習時間に

何をするかは決まっていませ

ん。それぞれが宿題やドリル

など学習したいものを持って

きます。

土曜日と学校休業日は朝の７時３０分か

ら受け入れています。（７時３０分まで

は教室に入れません。）

９時から１時間程度の学習時間をとって

います。それまでは自由遊びの時間です。

午後からは15時のおやつの

時間以外は天候をみながら戸

外遊びをしたり、室内で自由

遊び、制作活動等を行います。

お誕生日会や季節のイベント

等も支援員と子どもたちと一

緒に準備して実施しています。

夕方になったら帰りの

準備をしてお迎えを待

っています。

学習時間の後はお昼ご飯ま

で自由遊びです。１２時ご

ろに昼食と休憩をとります。

そのあとは本を読んだり、お

絵かき、折り紙、カードゲー

ム、工作等みんなで遊びなが

らお迎えが来るのを待ってい

ます。（最終のお迎え時間は

１９時００分です。）

※夏休みの短期入所受付については、社会福祉

協議会ホームページ及び小竹町広報誌『ひまわ

り』６月号にてお知らせいたします。

※入所人数によって１教室になる場合があります。
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していただきました。講演後はホームセンターなどでも購入することができる災害時の非常

食を紹介させていただき、来場者のみなさんと試食会を実施しました。パンやごはん、おか

ず、汁物、おやつなど最近では普通食と区別がつかないほど美味しくなった非常食にみな

さん驚かれ、これだったら買っておいてもいいねと話されていました。災害備蓄品としてある

程度の数をストックしておいたり、普段食べているインスタント食品や缶詰などを多めに購

入し、食べる → 補充 → 蓄えるを繰り返すローリングストックをしたり、自分に合った方法を

見つけて続けていただきたいです。

高齢者交流事業 防災講座

～いつかやろうを今やろう～

小竹町社協掲示板

小竹町社会福祉協議会では、毎月第２・４

金曜日（祝日は変更）に無料で法律相談を

行っています。

受付時間 ：８時３０分から１３時００分

（電話受付及び予約不可）

相談時間 ：１３時００分から

相談場所 ：小竹町総合福祉センター

弁護士による法律相談のお知らせ

小竹町にお住まいで概ね６５歳以上の高齢

者、日常の買い物に支障のある方等を対象

とした買い物支援を行っています。９人乗り

のワゴン車で各地区の割り振られた時間帯

に集合場所からトライアル小竹店、帰りは

自宅付近まで送迎しています。
※土日祝、8/13～8/15、12/29～1/3は運休です。

買い物支援ワゴン

社協だよりのお問い合わせ

社会福祉法人

小竹町社会福祉協議会

小竹町大字勝野3362番地

電話：６２－２０２８ FAX：６２－０９６４
ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ : kotakesyakyo@fukuoka.ne.jp

小竹町社会福祉協議会のホームページを

開設しています。社協の活動状況や情報を

更新していきますので、ぜひご覧ください。

ホームページＵＲＬはこちら↓↓

http://kotakesyakyo.jp

ホームページのご案内

令和６年１１月に防災講座を実施しました。福岡

県防災危機管理局と小竹町役場の職員の方々

にそれぞれ講演をしていただき、過去の災害や

食料の備蓄、ふくおか防災ナビ「まもるくん」の説

明と、小竹町内での防災対策、防災士の紹介を


